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し観察〉〈協働の困難さ〉の 7 つが抽出された。 
「家族会参加後」には、家族会参加前に得られたカテゴリーの領域が各々に改善して、
〈知識がある〉〈病気であるとの理解〉〈患者の状態の理解〉〈病気の受け入れ〉〈落ち着き
や笑顔〉〈患者の選択を尊重〉〈協働〉の 7 つが見いだされた。 
家族会参加前後で、ストーリーラインのプロセスの流れは共通しており、各要素が改善
方向に変化したと示された。 
量的データでも、全項目において改善が見られ、総合評価への回答の平均値は 7.9
（SD2.0）であった。 
【考察と結論】 
家族心理教育（家族会）を患者の主治医はどうとらえているかを調べるため、患者の外
来主治医を対象に調査を実施し、概ね、家族会は有益との結果を得た。質的分析を通して、
主治医から見た家族会参加前後の家族の変化のプロセスが明らかとなった。家族は、正し
い知識を得て、病気および患者の状態について理解が進み、情緒が安定し、病気を受容す
ることで、適切な対処が可能となり、行動が変容しており、こうした家族会の作用は心理
教育の適宜に合致したものと考えられた。 
家族会への参加により、家族の状態は改善したと評価され、それを根拠として家族会全
体は有益と評価された。主治医は、介入対象たる家族のアウトカムを期待し、家族心理教
育は家族の状態改善をもたらすという役割を持つものと位置づけられていると考えられた。 
